
 

 

令和６年９月３日 

高 齢 福 祉 部  

介護予防・地域支援課 

 

地域包括支援センター運営事業者の選定結果について 

 

１ 主旨 

   令和５年１１月１５日の福祉保健常任委員会にて報告したとおり、地域包括支援セン

ター（あんしんすこやかセンター）の令和７年４月以降の運営事業者について、公募型

プロポーザルを実施し、受託候補事業者を選定したので報告する。 

 

２ 選定結果等 

（１） 運営事業者の候補者名等 

No. 事業者 所在地 代表者 担当地区 

1 社会福祉法人 

こうれいきょう 

世田谷区 

三宿 1-8-10 

理事長 

佐藤 洋作 

池尻・若林 

2 社会福祉法人 

世田谷区社会福祉事業団 

世田谷区 

粕谷 2-23-1 

理事長 

板谷 雅光 

太子堂・上町・北沢 

松原・上北沢・上祖師谷 

3 社会福祉法人 

ふきのとうの会 

世田谷区 

上用賀 6-19-21 

理事長 

平野 覚治 

経堂・松沢 

4 社会福祉法人 

日本フレンズ奉仕団 

世田谷区 

下馬 2-21-11 

理事長 

小原 真知子 

下馬・上馬 

5 社会福祉法人 

古木会 

世田谷区 

成城 6-13-17 

理事長 

木下 勝之 

梅丘・祖師谷・成城 

船橋・喜多見 

6 社会福祉法人 

奉優会 

世田谷区駒沢 1-4-15 

真井ビル 5階 

理事長 

香取 寛 

代沢・奥沢・深沢 

7 社会福祉法人 

正吉福祉会 

稲城市 

平尾 4-16-1 

理事長 

櫻井 千馨 

新代田 

8 社会福祉法人 

老後を幸せにする会 

世田谷区 

等々力 5-19-10 

理事長 

南 和文 

九品仏・等々力・上野毛 

9 社会福祉法人 

大三島育徳会 

世田谷区 

鎌田 3-16-6 

理事長 

田中 雅英 

用賀・二子玉川 

10 社会福祉法人 

友愛十字会 

世田谷区 

砧 3-9-11 

理事長 

蒲原 基道 

砧 

11 社会福祉法人 

敬心福祉会 

世田谷区 

給田 5-9-5 

理事長 

小林 光俊 

烏山 
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（２）履行期間 

   令和７年４月１日～令和１３年３月３１日 

 契約は単年度ごととし、運営が良好であること及び各年度の予算が区議会で可決さ

れ、予算が配当されることを条件に更新できることとする。 

 

３ 選定経過 

   令和６年１月３１日  第 1回選定委員会（全体会）（選定基準等の審査） 

       ３月 ５日  公告（選定事業者の公募開始） 

       ４月２５日  提案書提出期限（１３事業者が応募） 

       ６月２７日～７月１０日 

              第２回、第３回選定委員会（２８地区を３つの小委員会に分

かれて面接審査を実施。各２回ずつ計６回） 

       ７月２２日  第４回選定委員会（全体会）（受託候補事業者の選定） 

       ７月３１日  地域包括支援センター運営協議会（選定結果の報告） 

 

４ 選定方法等 

（１）選定方法 

    選定委員会を設置し、選定基準に基づき審査を実施した。審査は選定委員による提

案書の書類審査及び面接審査、会計事務所への委託による財務審査により総合計得点

を算出し、その後令和４年度に地域包括支援センター運営協議会にて審査した過去の

運営実績に基づく総合評価（※）の結果を加味し最終得点を算出し評価した。 

※ 総合評価は A～E の５段階で評価を行った。評価結果に伴い、それぞれ総合計得

点に次の倍率をかけて、最終得点を算出した。 

倍率：A…1.1倍 B…1.05倍 C…1.0倍 D…0.95倍 E…0.9倍 

 

（２）選定委員会の構成 

    別表のとおり 

 

５ 選定結果 

   選定基準に基づき、各項目５段階評価で採点を行い、地域包括支援センターごとに応

募事業者の中で最も最終得点が高く、かつ総合計得点が１４４点（満点の約７０％）を

超える事業者を受託候補事業者として選定した。 

   選定結果は、次のとおりである。 

１事業者の応募があり、総合計得点が１４４点を超える事業

者を選定 

２７地区 

４事業者の応募があり、総合計得点が１４４点を超える事業

者のうち最も最終得点の高い事業者を選定 

１地区（船橋） 

 ※各地区の得点等詳細については、別紙のとおり 
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６ 選定理由 

 選定された事業者は、船橋地区を除きすべて現行の運営事業者であり、これまでの運

営実績を踏まえた地域課題の分析、及び課題解決に向けた着実な提案内容が評価された。 

 船橋地区については、4事業者での競合となった。 

 その中で地区への理解や課題分析、今後の課題解決に向けた考え方などが最も評価さ

れた事業者が選定された。 

 船橋地区にて選定された事業者への主な選定理由は次の通り。 

・世田谷区への思いが強く伝わり、事業運営への自信も見受けられた。 

・地区特性の理解が最も具体的で、課題への取組みについても的確に考えられており、 

最も信頼して業務を任せられる。 

・地域の担い手や人員不足の原因について考えられている点が評価できる。 

・職員のスキルアップや育成に関して、事業者としてよく考えられていた。 

 

７ 今後のスケジュール（予定） 

  令和６年９月～令和７年３月 選定事業者との契約締結に向けた各種調整 

  令和７年４月 契約締結、選定された運営事業者による運営開始 
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  （別表） 

世田谷区地域包括支援センター運営事業者選定委員会名簿     （敬称略） 

氏名 職（所属）等 区分 

◎和気 純子 東京都立大学 人文社会学部教授 学識経験者 

上之園 佳子 元日本大学文理学部社会福祉学科教授 

植田 拓也 東京都健康長寿医療センター研究所 

東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター  

副センター長 

田中 富美子 田中法律事務所弁護士 

土屋 典子 立正大学社会福祉学部教授 

涌井 智子 東京都健康長寿医療センター研究所 研究員 

遠藤 隆雄 世田谷区高齢者クラブ連合会副会長 区民代表 

川﨑 惠美子 世田谷区民生委員児童委員協議会副会長 

小池 宗和 世田谷区民生委員児童委員協議会副会長 

並木 美紀 砧総合支所保健福祉センター保健福祉課長 行政 

原田 茂実 烏山総合支所保健福祉センター保健福祉課長 

小野 貴博 保健福祉政策部保健医療福祉推進課長 

石川 裕一 保健福祉政策部生活福祉課長 

佐藤 秀和 高齢福祉部高齢福祉課長 

谷澤 真一郎 高齢福祉部介護保険課長 

（◎は委員長） 

小委員会Ａ ○和気純子、植田拓也、小池宗和、原田茂実、佐藤秀和 

小委員会Ｂ ○上之園佳子、涌井智子、遠藤隆雄、並木美紀、石川裕一 

小委員会Ｃ ○田中富美子、土屋典子、川﨑惠美子、小野貴博、谷澤真一郎 

          （○は小委員長） 
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